
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
新
人
の 

生
年
月
日
で 

シ
ョ
ッ
ク
受
け
）
（
趣
味
つ
く
れ 

定
年
後
ま
で 

指
図
さ
れ
） 

（
出
世
せ
ず 

逮
捕
も
さ
れ
ぬ 

パ
パ
が
好
き
）
（
来
世
で
は 

お
前
の
嫁
に 

な
っ
て
や
る
） 

れ
た
教
宣
媒
体
と
し
て
は

チ
ラ
シ
が
ト
ッ
プ
の
六
一

人
、
新
聞
十
人
と
地
域
配

布
チ
ラ
シ
が
ダ
ン
ト
ツ
に

多
か
っ
た
。
相
談
内
容
と

し
て
は
生
活
問
題
、
労
働

問
題
、
多
重
債
務
が
全
体

の
三
分
の
一
を
占
め
た
。 

 

こ
の
事
を
受
け
、
全
体

で
フ
リ
ー
に
意
見
交
換
が

な
さ
れ
、
来
年
三
月
の
年

度
末
に
向
け
て
奮
闘
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

 

八
月
八
日(

金)

午
後
六

時
か
ら
市
政
要
望
を
ま
と

め
る
た
め
の
連
合
中
越
政

策
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。 

 

委
員
会
の
要
望
事
項
た

た
き
台
を
各
産
別･

単
組

に
提
示
し
た
上
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
方
式
で
意
見
集
約

し
て
か
ら
地
協
委
員
会
に

提
示
し
て
集
約
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。 

(1)第614号（1991年3月22日第三種郵便物認可）    れんごう中越地協    毎月3回(1日･11日･21日発行)2008年8月11日 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 

 

式
典
は
黙
祷
に
よ
り
開

会
。
昭
和
五
九
年
県
内
初

の
非
核
平
和
都
市
宣
言
が

当
日
も
仏
教
会
代
表
に
よ

り
朗
読
さ
れ
た
。
続
い
て

森
市
長
が
主
催
者
を
代
表

し
て
挨
拶
、
世
界
の
恒
久

平
和
を
長
岡
の
地
か
ら
発

信
し
て
い
く
決
意
が
述
べ

ら
れ
た
。 

 

平
和
像
の
由
来
に
つ
い

て
新
潟
県
教
職
員
組
合
の

佐
久
間
執
行
委
員
長
か
ら

参
加
し
た
児
童
に
わ
か
る

様
に
お
話
が
な
さ
れ
た
。 

の
実
施
大
綱
が
協
議
さ
れ

た
。 

 

第
一
部
の
労
働･

教
養

講
座
の
メ
イ
ン
と
し
て
総

合
生
協
が
進
め
て
い
る

「
食
の
安
全
の
取
組
～
ク

ル
コ
個
人
宅
配
に
つ
い
て

～
」
と
し
、
労
金
と
連
合

中
越
か
ら
も
時
節
の
課
題

に
つ
い
て
提
起
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
第
二
部
の
文

化
講
座
は
、
チ
ェ
ロ
と
ピ

ア
ノ
に
よ
る
演
奏
を
楽
し

み
な
が
ら
、
懇
親
交
流
を

図
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

次
の
協
議
事
項
で
は
、

本
年
二
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー(

Ｌ
Ｓ
Ｃ)

の
相
談
事

案
に
対
す
る
報
告
と
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。
開
所

以
来
、
半
年
と
い
う
期
間

の
七
月
末
現
在
で
相
談
件

数
は
九
九
件
と
な
っ
た
。

相
談
者
が
Ｌ
Ｓ
Ｃ
に
来
ら

 

八
月
六
日(

水)

十
一
時

か
ら
勤
労
会
館
に
て
長
岡

地
区
労
福
協
の
役
員
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。 

 

矢
島
会
長(

連
合
中
越

議
長)

の
進
行
で
、
九
月

に
開
催
さ
れ
る
連
合
中
越

の
「
労
働･

教
養･

文
化
講

座
」
と
共
催
し
て
実
施
さ

れ
る
労
福
協
懇
親
交
流
会 

 

集
い
は
閉
じ
ら
れ
た
。 

 

恒
久
平
和
を
希
求
す
る

運
動
の
一
環
と
し
て
、
前

夜
の
午
後
六
時
三
〇
分
か

ら
同
公
園
に
て
、
第
十
四

回
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
た
。
皮
切
り

は
中
越
大
震
災
か
ら
復
興

の
向
け
て
奮
闘
し
て
い
る

山
古
志
闘
牛
太
鼓
の
演
奏

か
ら
開
始
さ
れ
、
バ
ン
ド

演
奏
、
合
唱
な
ど
が
次
々

と
繰
り
出
さ
れ
、
最
後
に

賃
国
の
祈
り
を
込
め
た
灯

篭
流
し
が
幻
想
な
ム
ー
ド

の
中
で
執
り
行
わ
れ
た
。 

 
八
月
一
日(

金)

午
後
一

時
三
〇
分
よ
り
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
に
て
、
な
が
お
か

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
行

委
員
会
主
催
で
開
催
。 

 

第
一
部
と
し
て
長
岡
空

襲
紙
芝
居｢

思
い
出
の
記｣

が
公
演
さ
れ
た
。
第
二
部

と
し
て
東
京
大
空
襲
・
戦

災
資
料
セ
ン
タ
ー
の
早
乙

女
官
庁
の
講
演
が
行
わ
れ

た
。
ご
家
族
の
被
災
を
通

し
て
平
和
希
求
を
熱
く
語

ら
れ
た
。 

 

最
後
の
第
三
部
で
は
、

長
岡
少
年
少
女
合
唱
団
等

に
よ
る
「
歌
と
音
楽
に
よ

る
平
和
へ
の
祈
り
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
合
唱
や
演

奏
が
な
さ
れ
た
。 

第614号  2008.8.11 
連合中越地域協議会 

長岡市東蔵王2-2-68 

TEL 0258-24-0515 

FAX 0258-24-8930 

発行人 矢島 良彦 

定 価 １部１０円 

 

献
花
が
行
わ
れ
た
後
、

長
岡
市
宮
原
の
新
井
敦
夫

様
か
ら
長
岡
空
襲
の
体
験

が
話
さ
れ
た
。
お
話
の
結

び
で
は
「
戦
争
ほ
ど
愚
か

な
行
為
は
な
い
。
二
度
と

戦
争
を
し
て
は
な
ら
な
い

営
み
は
残
さ
れ
た
者
の
責

務
」
と
訴
え
ら
れ
た
。 

 

小
学
生
に
よ
る
ヒ
ロ
シ

マ
代
表
団
に
託
さ
れ
る
折

鶴
が
手
渡
さ
れ
、
受
け
た

中
学
生
の
代
表
か
ら
平
和

の
誓
い
を
綴
っ
た
作
文
の

朗
読
が
行
わ
れ
、
市
民
の 

長岡空襲から６３年 

厳かな中、非核平和都市宣言市民の集い開催 
前夜、鎮魂の祈りを込めたコンサートに１，２００名 

リリックホールでの平和フォーラムに４５０名が参加 
 

長
岡
空
襲
・
終
戦
か
ら
六
三
年
、
八
月
一
日(

金)

午
前
八
時
か
ら
平
和
の
森
公
園
に
て
長
岡
市
非
核
平

和
都
市
宣
言
市
民
の
集
い
が
厳
か
な
中
で
開
催
さ
れ

た
。
前
日
七
月
三
一
日(

木)

夜
は
第
十
四
回
と
な
る

平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
一
日(

金)

午
後
に
は
リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
て
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
実
施
さ
れ

た
。 

●
本
紙
裏
面
に
平
和
宣
言

を
掲
載
し
た
の
で
、
全
文

を
よ
く
読
ん
で
欲
し
い
。

●
広
島
市
の
秋
葉
市
長
は

こ
の
宣
言
の
前
段
で
「
米

国
の
核
政
策
の
中
枢
を
担 

っ
て
き
た
指
導
者
た
ち
さ

え
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

の
実
現
を
繰
り
返
し
求
め

る
ま
で
に
な
っ
た
。
核
兵

器
の
廃
絶
を
求
め
る
私
た

ち
が
多
数
派
で
あ
る
こ
と

は
、
様
々
な
事
実
が
示
し

て
い
る
。
」
と
定
義
し
た

上
で
、
中
段
に
お
い
て
、

「
人
類
の
生
存
を
最
優
先

す
る
多
数
派
の
声
に
耳
を

傾
け
る
米
国
新
大
統
領
が

誕
生
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
」
と
言
い
切
っ
た
。 

●
長
崎
市
の
田
上
市
長
も

宣
言
の
中
で
「
米
国
の
歴

代
大
統
領
の
下
で
各
政
策

を
推
進
し
て
き
た
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
元
国
務
長
官
、

シ
ュ
ル
ツ
元
国
防
長
官
、

ペ
リ
ー
元
国
防
長
官
、
ナ

ン
元
上
院
軍
事
委
員
長
の

四
名
が
『
核
兵
器
の
な
い

世
界
に
向
け
て
』
と
題
し

た
ア
ピ
ー
ル
」
を
発
し
た

こ
と
を
引
き
合
い
に
し
て

核
廃
絶
に
つ
い
て
強
く
訴

え
た
。 

●
両
市
長
は
、
核
兵
器
超

大
国
の
米
国
に
向
か
っ
て

叫
ん
だ
。
万
事
、
米
国
追

随
し
か
で
き
な
い
日
本
政

府
に
代
わ
っ
て
、
米
国
に

向
か
っ
て
叫
ん
だ
。 

●
続
く
、
日
本
国
民
の
叫

び
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

見
な
く
っ
ち
ゃ 

聞
か
な
く
っ
ち
ゃ 

言
わ
な
く
っ
ち
ゃ 

長
岡
地
区
労
福
協 

三
役
会
議
で
セ
ミ
ナ
ー
実
施
大
綱
決
定 

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム 

三
部
構
成
で
実
施 

第９回連合中越幹事会のご案内 
日時 ８月２０日(水)18：30～ 
会場 長岡市勤労会館第２ホール 
議題 一般活動報告、当面する活動 
  ※前段にワークライフバランスの実 
   現に向けた連合新潟からのミニ講 
   座が行われます。     

連
合
中
越 

政
策
委
員
会
を
開
催 



  平 和 宣 言 

 平均年齢75歳を超えた被爆者の脳裡(のうり)に、63年前がそのまま蘇(よみがえ)る8月6日が

巡って来ました。「水を下さい」「助けて下さい」「お母ちゃん」―――被爆者が永遠に忘れ

ることのできない地獄に消えた声、顔、姿を私たちも胸に刻み、「こんな思いを他の誰(だれ)

にもさせない」ための決意を新たにする日です。 

 しかし、被爆者の心身を今なお苛(さいな)む原爆の影響は永年にわたり過少評価され、未だ

に被害の全貌(ぜんぼう)は解明されていません。中でも、心の傷は深刻です。こうした状況を

踏まえ、広島市では２か年掛けて、原爆体験の精神的影響などについて、科学的な調査を行い

ます。 

 そして、この調査は、悲劇と苦悩の中から生れた「核兵器は廃絶されることにだけ意味があ

る」という真理の重みをも私たちに教えてくれるはずです。 

 昨年11月、科学者や核問題の専門家などの議論を経て広島市がまとめた核攻撃被害想定もこ

の真理を裏付けています。核攻撃から市民を守る唯一の手段は核兵器の廃絶です。だからこ

そ、核不拡散条約や国際司法裁判所の勧告的意見は、核軍縮に向けて誠実に交渉する義務を全

(すべ)ての国家が負うことを明言しているのです。さらに、米国の核政策の中枢を担ってきた

指導者たちさえ、核兵器のない世界の実現を繰り返し求めるまでになったのです。 

 核兵器の廃絶を求める私たちが多数派であることは、様々な事実が示しています。地球人口

の過半数を擁する自治体組織、「都市・自治体連合」が平和市長会議の活動を支持しているだ

けでなく、核不拡散条約は190か国が批准、非核兵器地帯条約は113か国・地域が署名、昨年我

が国が国連に提出した核廃絶決議は170か国が支持し、反対は米国を含む3か国だけです。今年

11月には、人類の生存を最優先する多数派の声に耳を傾ける米国新大統領が誕生することを期

待します。 

 多数派の意思である核兵器の廃絶を2020年までに実現するため、世界の2368都市が加盟する

平和市長会議では、本年4月、核不拡散条約を補完する「ヒロシマ・ナガサキ議定書」を発表し

ました。核保有国による核兵器取得・配備の即時停止、核兵器の取得・使用につながる行為を

禁止する条約の2015年までの締結など、議定書は核兵器廃絶に至る道筋を具体的に提示してい

ます。目指すべき方向と道筋が明らかになった今、必要なのは子どもたちの未来を守るという

強い意志と行動力です。 

 対人地雷やクラスター弾の禁止条約は、世界の市民並びに志を同じくする国々の力で実現し

ました。また、地球温暖化への最も有効な対応が都市を中心に生れています。市民が都市単位

で協力し人類的な課題を解決できるのは、都市が世界人口の過半数を占めており、軍隊を持た

ず世界中の都市同士が相互理解と信頼に基づく「パートナー」の関係を築いて来たからです。 

日本国憲法は、こうした都市間関係をモデルとして世界を考える「パラダイム転換」の出発点

とも言えます。我が国政府には、その憲法を遵守し、「ヒロシマ・ナガサキ議定書」の採択の

ために各国政府へ働き掛けるなど核兵器廃絶に向けて主導的な役割を果すことを求めます。さ

らに「黒い雨降雨地域」や海外の被爆者も含め、また原爆症の認定に当たっても、高齢化した

被爆者の実態に即した温かい援護策の充実を要請します。 

 また来月、我が国で初めて、G8下院議長会議が開かれます。開催地広島から、「被爆者の哲

学」が世界に広まることを期待しています。 

 被爆63周年の平和記念式典に当たり、私たちは原爆犠牲者の御霊(みたま)に心から哀悼の誠

を捧(ささ)げ、長崎市と共に、また世界の市民と共に、核兵器廃絶のためあらん限りの力を尽

し行動することをここに誓います。 

２００８年（平成２０年）８月６日 

                      広島市長 秋 葉 忠 利 

平 和 宣 言 

あの日、この空にたちのぼった原子雲を私たちは忘れません。 
 1945年8月9日午前11時2分、アメリカ軍機が投下した一発の原子爆弾が、巨大な火
の玉となって長崎のまちをのみこみました。想像を絶する熱線と爆風、放射線。崩れ
落ちる壮麗な天主堂。廃墟に転がる黒焦げの亡骸。無数のガラスの破片が突き刺さ
り、皮膚がたれさがった人々が群れをなし、原子野には死臭がたちこめました。 
 7万4千人の人々が息絶え、7万5千人が傷つき、かろうじて生き残った人々も貧困や
差別に苦しみ、今なお放射線による障害に心もからだもおびやかされています。 
 今年は、長崎市最初の名誉市民、永井隆博士の生誕100周年にあたります。博士は長
崎医科大学で被爆して重傷を負いながらも、医師として被災者の救護に奔走し、「原
子病」に苦しみつつ「長崎の鐘」などの著書を通じて、原子爆弾の恐ろしさを広く伝
えました。「戦争に勝ちも負けもない。あるのは滅びだけである」という博士の言葉
は、時を超えて平和の尊さを世界に訴え、今も人類に警鐘を鳴らし続けています。 
 「核兵器のない世界に向けて 」と題するアピールが、世界に反響を広げています。
執筆者はアメリカの歴代大統領のもとで、核政策を推進してきた、キッシンジャー元
国務長官、シュルツ元国務長官、ペリー元国防長官、ナン元上院軍事委員長の４人で
す。 
 ４人は自国のアメリカに包括的核実験禁止条約（CTBT）の批准を促し、核不拡散条
約（NPT）再検討会議で合意された約束を守るよう求め、すべての核保有国の指導者た
ちに、核兵器のない世界を共同の目的として、核兵器削減に集中して取り組むことを
呼びかけています。 
 これらは被爆地から私たちが繰り返してきた訴えと重なります。 
 私たちはさらに強く核保有国に求めます。まず、アメリカがロシアとともに、核兵
器廃絶の努力を率先して始めなければなりません。世界の核弾頭の95％を保有してい
るといわれる両国は、ヨーロッパへのミサイル防衛システムの導入などを巡って対立
を深めるのではなく、核兵器の大幅な削減に着手すべきです。英国、フランス、中国
も、核軍縮の責務を真摯に果たしていくべきです。 
 国連と国際社会には、北朝鮮、パキスタン、イスラエルの核兵器を放置せず、イラ
ンの核疑惑にも厳正な対処を求めます。また、アメリカとの原子力協力が懸念される
インドにも、ＮＰＴ及びＣＴＢＴへの加盟を強く促すべきです。 
 我が国には、被爆国として核兵器廃絶のリーダーシップをとる使命と責務がありま
す。日本政府は朝鮮半島の非核化のために、国際社会と協力して北朝鮮の核兵器の完
全な廃棄を強く求めていくべきです。また、日本国憲法の不戦と平和の理念にもとづ
き、非核三原則の法制化を実現し、「北東アジア非核兵器地帯」創設を真剣に検討す
べきです。 
 長崎では、高齢の被爆者が心とからだの痛みにたえながら自らの体験を語り、若い
世代は「微力だけど無力じゃない」を合言葉に、核兵器廃絶の署名を国連に届ける活
動を続け、市民は平和案内人として被爆の跡地に立ち、その実相を伝えています。医
療関係者は、生涯続く被爆者の健康問題に真摯に対応しています。 
 来年、私たちは広島市と協力して、世界の2,300を超える都市が加盟している平和市
長会議の総会を長崎で開催します。世界の都市と結束して、2010年のＮＰＴ再検討会
議に向けて核兵器廃絶のアピール活動を展開していきます。国内の非核宣言自治体に
も、長崎市が強く呼びかけて活動の輪を広げていきます。 
 核兵器の使用と戦争は、地球全体の環境をも破壊します。核兵器の廃絶なくして人
類の未来はありません。世界のみなさん、若い世代やＮＧＯのみなさん、核兵器に
「ＮＯ！」の意志を明確に示そうではありませんか。 
 被爆から63年が流れ、被爆者は高齢化しています。日本政府には国内外の被爆者の
実態に即した援護を急ぐよう重ねて要求します。 
 ここに原子爆弾で亡くなられた方々の御霊の平安を心から祈り、核兵器廃絶と世界
恒久平和の実現に力を尽くすことを宣言します。 

２００８年（平成２０年）８月９日 
                       長崎市長 田 上 富 久 




